
ことば

令和６年／2024年2月発行

1…… …行事イベント予定
2……… 二十歳を祝う式
3……… 木曽義仲公に関する話題
4～ 5… 花だより
6～ 7… りんどう橋  有形文化財に登録
8……… ありがとう西内小学校、地域の話題
9……… 丸子を駆ける 丸修リポート
10 …… 地域協議会だより・図書館だより
11 …… 公民館だより
12 …… お知らせ

地域自治センターだより

丸子地域行事イベント予定 （2月～5月）
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　1月7日（日）、令和6年上田市二十歳を祝う式（旧成人式）が丸子文化会館で開催されました。丸子地域では
丸子中学校・丸子北中学校を卒業した196名のうち148名が集まりました。
　式典では実行委員長あいさつ、記念品贈呈、上田市長から二十歳の皆さんに贈るビデオメッセージの上
映、小学校から中学校までの写真をまとめたスライドの上映、当時担任をしていた恩師からのことば、成人
代表「誓いの詞」の発表などがありました。来賓などを招いて開催するのは令和2年の式典以来です。式典終
了後は地区ごとに記念撮影をしました。
※詳細は2ページをご覧ください

 3月 1日 長野県は宇宙県講演会
  9日 「りんどう橋物語」講演会
   30日～4月7日  信州国際音楽村 すいせん祭り
 4月 上旬 岩谷堂・義仲桜ライトアップ
 4月 上旬～5月上旬  依田川鯉のぼりの掲揚
  14日 安良居神社春祭り
 4月 中旬～下旬  独鈷山千本桜祭り
  28日 鹿教湯温泉文殊堂春祭り

丸子地域の情報を市ホームページに掲載
しています。（毎週木曜日更新）
メール・LINE配信もご登録ください。
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　私
た
ち
は
本
日
、
無
事

成
人
と
し
て
の
門
出
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
日
ま
で

育
て
て
い
た
だ
い
た
家
族

を
は
じ
め
、
苦
楽
を
共
に

し
て
き
た
友
人
、
恩
師
、
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
に
他

な
ら
ず
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　本
日
、
私
た
ち
は
改
め
て
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、未
来
に
向
け
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。現
在
、

社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
者
、
学
業
に
励
ん

で
い
る
者
、
と
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
様
々
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
二
十
歳
の
決
意
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
責

任
あ
る
行
動
を
心
が
け
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な

れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

　私
た
ち
新
成
人
が
こ
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
家

族
や
恩
師
、地
域
の
方
々
、

苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
た

ち
、
そ
の
他
大
勢
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
新
成
人
は
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
中
で

時
間
の
使
い
方
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

他
に
も
様
々
な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
能
力
を

生
か
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恥
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
一
人
の
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
社

会
に
踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

成
人
代
表 「
誓
い
の
詞
」

　12
月
28
日（
木
）、
齊
藤
仁
実
行
委
員
長

（
写
真
前
列
右
か
ら
2
番
目
）
を
中
心
に
丸

子
中
学
校
を
卒
業
し
た
10
名
が
丸
子
文
化
会

館
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
3
年

当
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
「
代
表
者
に
よ
る
成
人
式
」
の
み

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
あ
ら
た
め
て

成
人
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
担
任
を
し
て
い
た
先
生
3
名
も
集
ま

り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
、
23
歳
に

な
っ
た
近
況
報
告
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

二十歳を祝う式 実行委員の皆さん

こ
と

柳
澤 

琴
さ
ん（
上
丸
子
）

し
ゅ
う  

や

こ
と
ば

大
場 

柊
也
さ
ん（
長
瀬
）

ひ
と
し

令
和
３
年

丸
子
中
学
校
成
人
式



3

義仲公に関する話題紹介

　2
月
1
日
（
木
）
、
長
野
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
と
健
康
発
達
学
部
の
1
年
生
5

名
が
丸
子
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
考

案
、
作
成
し
た
木
曽

義
仲
公
ス
テ
ッ
カ
ー

と
そ
の
啓
発
チ
ラ

シ
、
丸
子
産
の
く
る

み
と
デ
ー
ツ
（
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
）
な
ど

を
混
ぜ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
お
菓
子
「
ま
る
こ

ろ
」
の
制
作
動
画
を

ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を

木
曽
義
仲
信
州
丸
子

会
と
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

の
二
本
松
泰
子
教

授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は
「
木
曽
義
仲
公
と

巴
御
前
」
を
軸
と
す

る
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
寄
贈

品
は
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
、
丸
子
公

民
館
、
丸
子
図
書
館

で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

　義
仲
公
と
巴
御
前
の
2
種
類
の「
し
お
り
」

を
制
作
し
ま
し
た
。

　義
仲
公
に
は
「
木
曽
義
仲
挙
兵
の
地
」
標

柱
、
巴
御
前
に
は
岩
谷
堂
観
音
の
写
真
を
使

用
し
ま
し
た
。裏
面
の
イ
ラ
ス
ト
は
西
川
か

お
り
先
生
（
上
田
市
出
身
の
漫
画
家
）
が
描

い
た
も
の
で
す
。

　「し
お
り
」
は
、
上
田
市
内
の
図
書
館
・

丸
子
公
民
館
・
丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル「
あ
っ

た
ま
る
こ
」
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
読
書
の
時
間
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　上
田
市
商
工
会
と
協
力
し
、
木
曽
義
仲
Ｐ

Ｒ
の
た
め
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
コ
ー
ス
タ
ー

を
制
作
し
ま
し
た
。

　商
工
会
青
年
部
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
は
、
上
丸
子
商
店
街
と
鹿
教
湯
地
区

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
笹
竜
胆
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

コ
ー
ス
タ
ー
が
旅
館
店
舗
等
で
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
元
店
舗
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　平
安
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
木
曽
義
仲
公
は
、
丸
子
の
依
田
城
を
拠
点

と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
仲
公
の
継
承
や
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
「
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
実
行
委
員
会
」
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

木
曽
義
仲
公
と
巴
御
前
の「
し
お
り
」を
配
布

商
工
会
と
の
取
り
組
み

         
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
コ
ー
ス
タ
ー
制
作

長
野
県
立
大
学   

寄
贈
式

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

長
野
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
部
の
地
域
振
興
活
動

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

木
曽
義
仲
挙
兵
の
地

寄
贈
品（
左
ス
テ
ッ
カ
ー
、右
チ
ラ
シ
）

水辺だより 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会 地域の宝 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会事務局（地域振興課内）　電話42-1041／有線24510

問 信州丸子義仲祭り実行委員会事務局（丸子地域振興課内）   電話42-1041／有線24510

　「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」を身近に考え、関心を
高めてもらうことを目的に、川の絵と写真を募集しました。12月は丸子中
央病院、1月は丸子地域自治センターで展示しました。2月2日（金）から3月1
日（金）までは丸子ファーストビル1階フリースペース「あったまるこ」で展示
します。素敵な作品をぜひご覧ください。
　1月11日（木）、応募作品の中から丸子中央病院 丸山 和敏理事長より丸
子中央病院特別賞が贈られました。受賞したのは塩川小学校6年生の吉池 
優姫奈さん、同小学校1年生の田中 翔大さんです。

依田川リバーフロント「川の絵・写真」応募作品の展示、表彰式

左から宮田委員長と田中さんの作品、吉池さん、丸山理事長
ゆ     き    な しょう た

さ
さ   

り
ん  

ど
う
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丸子地域の花壇紹介

問 丸子地域建設課　管理担当  電話42-1032／有線24552

権現花と緑の会下長瀬花の会東組自治会 宮原花と緑の会西組花好会

南方自治会坂井元気会坂井区協議委員会 郷仕川原区民花いっぱい草花愛好会石井花と緑の会

上平南自治会狐塚ゆずりはクラブ音楽の里づくり推進協議会 南原柏葉クラブ藤原田花と緑の会

東街道花の会御嶽堂上組フラワーガーデン南原区 北原自治会ろうきん丸子花の会

丸子北小学校丸子中央小学校西内小学校 塩川小学校椀子ワイナリー

社協丸子地区センター丸子解放センター依田窪斎場 丸子老人福祉センター丸子北中学校

上田市公文書館

丸子地域の花と緑のまちづくり
　旧丸子町当時の平成8年から推進された「うるおい景観まちづくり事業」の「花いっぱい運動」は、平成
12年に“花を活かした街づくりに住民の声を反映させよう”と発足された「花と緑のまちづくりデザイン会議」
へと広がりました。平成18年3月上田市との合併後、事業の再編を経て「花いっぱい運動」は今も続いています。

　11月上旬に丸子中学校で育てられたサルビアが届けら
れ自治センター入口を彩ってくれました。丸子中学校は第 
15 回「花と緑のまちづくりコンクール」学校部門におい
て最優秀賞を受賞しました。
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　地域の景観美化を推進する「花と緑のまちづくり推進事業」で
は、丸子地域で９種類の花を用意し、68団体に52,240本の花苗
を配布しました。管理されているみなさんの工夫と毎日の手入れ
により今年も道路沿いが豊かな彩りになりました。

花だより 令和5年度版

第15回上田市花と緑のまちづくりコンクール表彰花壇紹介

海戸自治会腰越花花・花桃の会辰ノ口花クラブ つゆ草橋橋通り花壇和子ふれあいの会

下丸子福寿会中丸子やまびこ会R152フラワーライン花木会 上組あすなろ会沢田福寿会

北原ひまわりクラブ飯沼五月会三角長寿会 茂沢長生クラブ中山青少年育成会

長瀬中央たんぽぽの会練合たのしみ会練合公民館 長瀬町組公民館上長瀬区

丸子地域の花壇紹介

尾野山長寿会平井紅葉会荻窪花の会下和子榎実会

〈学校部門〉  丸子中学校

〈団体部門（50㎡未満）〉 〈団体部門（50㎡以上）〉

優秀賞

最優秀賞

最優秀賞 優秀賞 奨励賞
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問 丸子地域建設課　管理担当　電話42-1032／有線24552

　丸子総合グラウンド西側にあるりんどう橋が文化審議
会文化財分科会の審議・議決を経て、文部科学大臣に登
録するよう答申され、官報告示を経て国の登録有形文化
財に登録されます。市内の土木構造物が登録有形文化財
に登録されるのは初めてです。

りんどう橋 国登録有形文化財 登録記念講演会を開催します

　国の登録有形文化財に登録されます！

●開催日時／3月9日(土)
　　　　　　13：30～16：00（開場13：00）
●場　　所／丸子文化会館  セレスホール（大ホール）
●対　　象／どなたでも（申込不要、入場無料）

●内　　容／
　　　　　 【演題】「りんどう橋物語 
　　　　　　　　　　　　　̶ 文化財までのみちのり ̶」
　　　　　 【講師】早稲田大学教授、土木学会次期会長・
　　　　　　　　　 文化庁文化審議会専門委員　佐々木 葉 教授

【テーマ】
「なつかしの大石橋からりんどう橋への軌跡
　　　　̶ 地域を支えたインフラを

引き継いだ取り組み ̶」
　りんどう橋の施工者、設計者、石井地区
などの地域の方、地元の歴史に詳しい方、行
政担当者などを招いて関わった際の出来事、
想いなどをそれぞれの立場から話します。

トークセッション

りんどう橋

大正 7（1918）年 丸子鉄道㈱が丸子鉄道線を開業
 千曲川を跨ぐ場所に千曲川橋梁が建設される
昭和 3（1928）年 丸子側の橋梁が流失、九州から2連の橋梁を転用して
 千曲川橋梁の構成となる
昭和44（1969）年 丸子鉄道線廃線
昭和46（1971）年 千曲川橋梁から道路線として大石橋に転用される
平成13（2001）年 台風災害で大石橋の一部が落橋
平成19（2007）年 大石橋の2連を転用して現在のりんどう橋になる

・りんどう橋
　（人道橋）

りんどう橋の建設経過

・千曲川橋梁
　（鉄道橋）
・大石橋
　（道路橋）

【大石橋（2 連の部材をりんどう橋に転用）】 【平成19（2007）年 りんどう橋】

千曲川橋梁、大石橋、りんどう橋の位置関係

講　　　演

よう

令和5年3月発行　土木・環境しなの技術支援センター編集
明治期の輸入トラスを引き継いだ「りんどう橋」の物語
―文化財登録をめざして―　より画像転載

きょうりょう きょうりょうまた

【昭和31（1956）年撮影 千曲川橋梁】
きょうりょう
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歴史研究者
中丸子歴史研究会顧問   阿 部　 勇

りんどう橋の歴史について

りんどう橋と花桃

毎年8月に開催している爆水RUNの
コースとしても利用されています

　文化財として貴重なりんどう橋は御嶽堂地籍の内村川
に架けられた長さ51・35m、幅3mの人道橋です。
　明治中期にドイツ製の鉄道橋が輸入され、九州鉄道で
使用されたあと、丸子と大屋を結ぶ千曲川橋梁としての
「大屋の鉄橋」。ドイツから九州、九州から丸子へと旅を
して千曲川に架けられました。

　この頃丸子の製糸業は全盛期を迎えていました。「丸子
鉄道」は製糸業関係者を中心に、大正7（1918）年に開
業しますが、その前年にりんどう橋のもととなる千曲川
橋梁が竣工したのです。
　しかし、昭和3（1928）年に千曲川水害で橋の丸子側
部分が流失。このとき、補充桁として九州鉄道に保管さ
れていた曲弦トラス構造の二連の鋼材を譲り受けて千曲
川橋梁を復元再生、このうちの一連がりんどう橋となっ
たのです。丸子鉄道の信濃石井駅と大屋駅の間に架けら
れていた千曲川橋梁の一部分を再利用したわけです。

　大正中期、丸子町駅と信越線大屋駅が鉄路で結ばれる
と、丸子と横浜、東京、全国各地との結びつきが強くなり、
「糸の町丸子」はさらに大きく発展しました。鉄道で運ば

れたものは輸出用の生糸だけでなく、石炭・桑・繭・製
糸工場用機械・生活用品と多数の人でした。丸子鉄道に
よると人々の出入りと大量の物資の輸送は、町の財政を
豊かにしました。

　大正12（1923）年に丸子鉄道が電化され、同14年には
大屋と上田東の間が開通、上田と丸子が電車で直接結び
つきました。このころから丸子鉄道は乗客が中心の路線
となり、人々の交流が増し、町はさらに賑わいを見せて
いきました。

　昭和18（1943）年、丸子鉄道と上田電鉄が合併し「上
田丸子電鉄」となり通勤通学電車のイメージが定着しま
した。

　しかし、社会の変化にともない丸子鉄道線は昭和44
（1969）年に廃線となり千曲川橋梁は道路橋として転用さ
れ「大石橋」となりました。大石橋は平成13（2001）年
9月の台風による増水で破損したため大石橋は全面的に架
け替えられ、橋の部材は撤去されました。撤去された部
材を再利用して架けられたのがりんどう橋だったのです。

　最後に、りんどう橋がなぜ文化財として貴重なのかを
記します。
　部材が明治中期に九州鉄道で使用されていたドイツの
ハーコート社製であること、アーチ部分を使用した橋（曲
弦トラス構造）であること、鋼鉄の接続にボルトが用い
られること、などです。

　私たちは国内では数少なくなった歴史的橋梁であるこ
のりんどう橋を大切に使用していきたいものです。
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　丸子文化会館で開催された丸子中央小の合唱クラブ・金
管バンドクラブ「ありがとうコンサート」に西内小の金管
バンドが出演しました。西内小の金管バンドは「鎌倉殿の
13人のテーマ」、第27回東海小学生バンドフェスティバル
で金賞を受賞した「聖者の行進」を演奏しました。丸子中
央小の金管バンドクラブと合同で「宝島」を演奏し、記念
撮影をしました。

　1月19日（金）、最終陶芸などで制作した陶芸作品の窯入
れをしました。5・6年生は作品を壊さないように慎重に登
り窯まで運びました。
　1月23日（火）、火入れ式を行い、1月26日（金）から1月
28日（日）まで窯焚きをしました。出来上がった作品は2月
7日（水）から2月22日（木）まで西内小で展示されます。

西内小学校『自ら前進』　

閉校記念  陶芸活動

丸子中央小学校 ありがとうコンサート1月20日（土）

た
く
さ
ん
の
方
が
鹿
教
湯
温
泉
に
訪
れ

ま
し
た
。

　氷
灯
ろ
う
夢
祈
願
に
併
せ
て
、
1
月

5
日
（
金
）
か
ら
1
月
27
日（
土
）
ま

で
の
金
・
土
曜
日
限
定
で
「
こ
た
つ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
透
明
な
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
テ
ン
ト
の
中
で
、
暖
か
い

こ
た
つ
に
入
り
、
鍋
や
ド
リ
ン
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　毎
年
恒
例
の
「
鹿
教
湯
温
泉
氷
灯
ろ

う
夢
祈
願
」
が
令
和
5
年
12
月
28
日

（
木
）
か
ら
令
和
6
年
1
月
31
日
（
水
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
氷
灯
ろ
う
夢

祈
願
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

西
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
約
2
0
0
個
の

氷
で
作
ら
れ
た
氷
灯
ろ
う
に
火
を
灯
し

て
飾
ら
れ
る
幻
想
的
な
夜
景
を
見
に
、

リンドウは
西内小学校の
校章です

～知恵とねばりと思いやり～

ありがとう
　今年度創立150周年を迎える西内小学校は児童数の減少により閉校し、令和6年度から丸
子中央小学校と統合されます。全校児童18名の閉校記念事業やイベント情報を紹介します。
今後のスケジュールなどについては西内小学校ホームページをご覧ください。　　　　　  ➡

【窯入れ】 【火入れ式】

【合同バンド記念撮影】

氷灯ろう夢祈願オープニングセレモニー

氷灯ろう

こたつバル

鹿
教
湯
温
泉
氷
灯
ろ
う
夢
祈
願
、こ
た
つ
バ
ル
開
催
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　こ
ん
に
ち
は
！
今
回
は
、
長
瀬
に
あ
る
信
州

銘
醸
株
式
会
社
に
お
邪
魔
し
て
、
酒
造
り
や
モ

ノ
作
り
に
関
す
る
お
話
や
、
地
域
と
の
関
り
に

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
来
ま
し
た
。

　信
州
銘
醸
株
式
会
社
は
、
株
式
会
社
と
し
て

は
昭
和
33
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
1
8
3
4
年

頃
の
江
戸
後
期
に
創
業
し
た
時
の
屋
号
が
「
桝

屋
」
の
時
代
も
含
め
る
と
、
創
業
し
て
か
ら
約

1
8
9
年
も
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
会
社
に
な

り
ま
す
。
雄
大
な
浅
間
連
峰
を
望
む
こ
の
丸
子

の
地
で
、
お
酒
づ
く
り
も
昔
な
が
ら
の
〝
手
造

り
の
製
法
〞
と
〝
蔵
人
の
方
々
の
経
験
や
技
術
〞

で
「
信
州
銘
醸
の
酒
」
を
伝
承
さ
せ
て
い
ま
す
。

且
つ
、〝
地
産
地
消
〞
の
考
え
か
ら
お
酒
づ
く

り
に
使
う
お
米
も
地
元
の
お
米
を
一
番
多
く

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
滝
澤 

恭
次
社

長
は
「
今
も
戦
略
が
大
切
」
と
仰
っ
て
お
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
香
港
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

米
国
な
ど
の
海
外
の
販
売
先
も
広
げ
て
お
り
、

今
の
時
代
の
流
れ
を
読
ん
だ
戦
略
的
な
事
業
展

開
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　今
回
の
取
材
で
多
く
の
質
問
を
し
て
実
際
に

お
酒
づ
く
り
の
現
場
を
見
せ
て
も
ら
い
、
そ
こ

で
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
お
酒
作
り

は
大
変
で
と
て
も
繊
細
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
酒
類
や
食
料
品
だ
け
で
な
く
、
お
酒
の

麹
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り
に
も
挑
戦

さ
れ
て
い
て
、
日
々
変
化
し
て
い
く
革
新
的
な

会
社
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　信
州
銘
醸
さ
ん
は
地
元
に
40
％
、
全
国
に

50
％
海
外
に
10
％
お
酒
を
出
荷
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
海
外
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
使
っ
て
い
る
酒
米

は
95
％
以
上
が
丸
子
地
域
の
お
米
を
使
っ
て
い

て
、
地
産
地
消
で
地
域
貢
献
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
昔
と
今
で
は
お
酒
造
り
の

考
え
方
も
大
き
く
変
わ
り
、
自
分
た
ち
が
作
り

た
い
お
酒
の
イ
メ
ー
ジ
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
き
ち

ん
と
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話

も
印
象
的
で
し
た
。
私
た
ち
も
、
自
分
の
将
来

像
を
き
ち
ん
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　お
酒
は
使
っ
て
い
る
お
米
の
土
壌
な
ど
に

よ
っ
て
味
が
変
わ
っ
て
く
る
そ
う
で
、
私
も
二

十
歳
に
な
り
ま
し
た
ら
、
日
本
だ
け
で
な
く
海

外
で
も
賞
を
取
っ
て
い
る
信
州
銘
醸
の
明
峰
喜

久
盛
や
瀧
澤
、
他
県
の
お
酒
を
飲
み
比
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（滝
脇
・
栁
田
）

丸子修学館高等学校
イメージキャラクター
「夢見る子ヒツジ」マルシープ

丸
子を
駆
るけ

リ
ポ
ー
ト

修
マルシュ

ウ

Vol.3

銀色のタンクに搾りたてのお酒が送られる様子 酒造工程 海外コンテストで受賞した賞状

【取材の様子】

社長 滝澤 恭次さん
きょう  じ

〈信州銘醸株式会社〉 〈丸子修学館高等学校〉

栁田 大輝さん
だい  き

滝脇 駿矢さん
しゅん や

　上田市商工会・丸子修学館高等学校・上田市のパートナーシップ協定に基づき、丸子
修学館高等学校の生徒が取材して記事を作成する「丸子を駆ける」の第3回目は信州銘
醸株式会社で取材した内容をお届けします。
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図書館だより ～皆さんの知りたい、学びたいを応援します～

カブトムシの館長さん

丸子図書館の
QRコードは
⬅ こちら

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602

　令和5年のクリスマスおはなし会は、丸子修学館高等学校で
保育を選択している3年生が協力してくれました。
　ハンドベルでクリスマスソングの演奏やパネルシアターの
ほか、生徒が折り紙で作ったサンタクロースのプレゼントも
あり、子ども達は大喜び♪参加者からは「ハンドベルの演奏
がとても良かった」、「来年
も楽しみにしています」な
どの感想をいただきました。
おはなしの後はボランティ
アの皆さんと一緒に『クリ
スマスカード』作りに挑戦
し、世界に一つだけのカー
ドが出来上がりました。

12月16日（土）、クリスマスおはなし会を開催しました！

福祉・子育て分科会（出前講座で学ぶ様子）

特別整理休館のお知らせ
2月20日（火）～2月25日（日）

年に１回、全ての蔵書の確認をし、データを整理する作業を行います。
休館中の本の返却は「返却ポスト」、各エコール図書館をご利用ください。
ご不便をお掛けしますがご理解とご協力をお願いします。

●第7回丸子地域協議会（10月26日）
○特定事務の取扱いに関する郵便局の指定の取消しにつ
いて、丸子市民サービス課から説明がありました。

●第8回丸子地域協議会（11月30日）
○「文化財・歴史」分科会のみ開催し、丸子郷土博物館
の視察研修を行いました。

●第9回丸子地域協議会（12月21日）
○「国民宿舎鹿月荘」と「鹿教湯健康センター（クアハウスか
けゆ）」について、丸子産業観光課から説明がありました。
○地域振興事業基金（持ち寄り分）充当事業について、丸子
地域振興課から説明がありました。

●分科会
「福祉・子育て」分科会、「交通」分科会、「文化財・
歴史」分科会を全体会の後に行いました。

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1041／有線24510

市ホームページで会議概要等を
公開しています。

第9回丸子地域協議会
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丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子地域教育事務所　社会教育係（丸子公民館内）　電話42-3147／有線24722

「長野県は宇宙県講演会」開催のお知らせ♪

●日時／3 月1 日(金) 15：00～17：00
●場所／信州国際音楽村ホールこだま
●内容／メタボな星の健康診断
●講師／高橋 英則(東京大学・木曽観測所)
申込、受付不要です。どなたでもお越し下さい！

申込
不要

抱っこdeライブ開催のお知らせ♪ 申込
不要

●日時／5 月29 日（水）10：30～11：30（開場10：00）
●場所／信州国際音楽村ホールこだま
●料金／大人一人100 円 
●対象／市内在住の妊婦さん、入園前の乳幼児と保護者 

抱っこde ライブ

令和5 年度も多くの皆さんにご参加いただき、ありがとうございました。
来年度は令和6 年5 月から開催予定です♪

フルート：武田 理恵子さん　　チェロ：寺田 都志子さん
ピ ア ノ：飯島 優子さん

～丸子公民館に新規登録する団体の受付期間が始まります～

●利用できる時間
　平日9：00 から22：00 まで(午前・午後・夜間の3 区分制)
　(事前に許可を受けていれば土日祝日も利用できます)
●施設使用料について
　原則有料ですが、社会教育が目的の活動は減免になる場合があります。詳細は、公民館までお問合せください。

丸子公民館では、様々な社会教育関係団体が活動しています。
例 絵画、絵手紙、ウクレレ、ハーモニカ、琴、弦楽器、合唱、俳句、詩吟、
　 パッチワーク、粘土、ヨガ、英会話、健康麻雀、ダンス各種、学習活動各種

興味のある方は、
丸子公民館へお問い
合わせください。

まるこ春秋学園受講生募集
●期　間／各コース6月～翌年1月　※開講式5月下旬予定
●場　所／丸子公民館　ほか　
●コース／①～③は年8回、④は年4回実施
　　　　　①一般教養・歴史/実施曜日は月により変動
　　　　　②音楽/実施曜日は月により変動  ③健康/実施曜日は月により変動
　　　　　④歴史散策/実施曜日は月により変動
●時　間／①・②  13：30～15：00（原則）、③・④   9：30～11：30（原則）
●対　象／市内在住の60歳以上の方
●申　込／4月以降申込み開始。5月14日（火）までに申込用紙を丸子公民館まで♬

　高齢者が元気で魅力ある「幸齢者」に
なれるよう、一緒に学習しませんか。
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●
本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問 クアハウスかけゆ 電話44-2131／有線29762

申込み、詳しい内容については施設へお問い合わせください。

●水慣れからクロール・背泳ぎの初歩から完成を目指します。
　対　　象／小学生・定員10名【要予約】
　開催日時／2月18日(日)、3月17日（日）、4月21日（日）
　　　　　　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料100円がかかります。
　　大人付き添い入館100円

●平泳ぎの基本から完成を目指します。
　対　　象／小学生～中学生・定員10名【要予約】
　開催日時／3月24日（日）
　　　　　　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料300円がかかります。
　　大人付き添い入館100円

クアハウスかけゆ　イ ベ ン ト 情 報

こども水泳アドバイス

－次号の丸子地域自治センターだよりは、令和6年5月に発行予定です。－

問 丸子デマンド交通受付センター（会員登録・予約）0268-71-0390　　丸子地域建設課 管理担当 電話42-1032／有線24552

丸子デマンド交通 停留所追加のお知らせ

問 丸子スポーツ協会事務局（丸子総合体育館内） 電話27-9400

丸子スポーツ協会加盟団体、

丸子スポーツ少年団

●丸子スポーツ協会加盟団体（14団体）
①軟式野球部 ②丸子弓道会 ③バレーボール部 ④丸子テ
ニス協会 ⑤丸子ソフトテニスクラブ ⑥丸子早起野球連盟 
⑦丸子ソフトボール協会 ⑧丸子卓球連盟 ⑨丸子婦人バ
レーボール連盟 ⑩柔道部 ⑪丸子マレットゴルフクラブ
⑫丸子ビーチボールバレー協会 ⑬まるこグラウンド・ゴル
フ協会 ⑭丸子ふわっとテニス協会
●丸子スポーツ少年団（7団体）
①腰越JSC（陸上）②風信子Jr（バレーボール）③丸子
つゆくさ剣道 ④丸子JTT（卓球）⑤丸子塩川GLANZ
（軟式野球）⑥丸子北少年野球（軟式野球）⑦丸子北ク
ラブ（中学生軟式野球）

参加者
募集私たちと一緒に

スポーツを楽しみませんか？

丸子ふれあいステーション 市営上丸子団地 メガネのコミヤマ丸子店 すがわら整形外科クリニック

松山記念館 八日町2（辰野電業㈱向い） 御嶽堂4

令和6年1月15日から丸子デマンド交通に新たに7つの停留所が追加されました。
※デマンド交通のご利用には事前会員登録・予約が必要です

市ホームページにも
掲載しています

問 市民サービス課 福祉担当 電話42-1118 有線24474

長野県障がい者文化芸術祭

　　　　　受賞作品を展示します

　工芸の部で最優秀賞を受賞した穂谷 守夫さん（上丸子）が制作した木彫「花を摘む少女」を
展示します。趣ある少女の姿や額縁に施された細工をぜひご覧ください。
●期間／2月下旬～3月22日（金）
●場所／丸子地域自治センター1階ロビー

ほ     や    もり   お


